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水企告示第５２号

平成２４年１２月越谷・ 松伏水道企業団議会定例会を次のと おり招集する。

平成２４年１２月１４日

越谷・ 松伏水道企業団

企業長 福 岡 章

１ 期 日 平成２４年１２月２１日

２ 場 所 越谷・ 松伏水道企業団議会議場
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〇 応 招 ・ 不 応 招 議 員

平成２４年１２月定例会 会期１２月２１日 １日間

応招議員 １５名

１番 佐 々 木 浩 議員 ２番 畑 谷 茂 議員

３番 堀 越 利 雄 議員 ４番 渡 辺 忠 夫 議員

５番 島 田 玲 子 議員 ６番 橋 詰 昌 児 議員

７番 江 原 千 恵 子 議員 ８番 福 田 晃 議員

９番 橋 本 哲 寿 議員 １０番 髙 橋 昭 男 議員

１１番 伊 藤 治 議員 １２番 菊 地 貴 光 議員

１３番 武 藤 智 議員 １４番 松 島 孝 夫 議員

１５番 髙 橋 幸 一 議員

不応招議員 なし
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１２月定例会 第１日

平成２４年１２月２１日（ 金曜日）

議 事 日 程

１ 開 会

２ 開 議

３ 諸般の報告

４ 会議録署名議員の指名

５ 会期の決定

６ 閉会中の継続審査案件（ 企業長提出第５号議案） の上程

△決算特別委員長の審査結果報告

７ 企業長提出第５号議案決算特別委員長報告に対する質疑、討論、採決

８ 企業長提出第６号議案ないし第８号議案の一括上程

△提案理由の説明

９ 企業団行政に対する一般質問

１０ 企業長提出第６号議案の質疑、討論、採決

１１ 企業長提出第７号議案の質疑、討論、採決

１２ 企業長提出第８号議案の質疑、討論、採決

１３ 諸般の報告

１４ 委員会提出第１号議案及び第２号議案の一括上程

△提案理由の説明

１５ 委員会提出第１号議案の質疑、討論、採決

１６ 委員会提出第２号議案の質疑、討論、採決

１７ 水道事業調査研究特別委員会の設置及び付託

１８ 水道事業調査研究特別委員の選任

１９ 諸般の報告

２０ 特定事件の水道事業調査研究特別委員会付託

２１ 特定事件の議会運営委員会付託

２２ 閉 議

２３ 閉 会
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（ 開議 午前１０時１８分）

出席議員 １５名

１番 佐 々 木 浩 議員 ２番 畑 谷 茂 議員

３番 堀 越 利 雄 議員 ４番 渡 辺 忠 夫 議員

５番 島 田 玲 子 議員 ６番 橋 詰 昌 児 議員

７番 江 原 千 恵 子 議員 ８番 福 田 晃 議員

９番 橋 本 哲 寿 議員 １０番 髙 橋 昭 男 議員

１１番 伊 藤 治 議員 １２番 菊 地 貴 光 議員

１３番 武 藤 智 議員 １４番 松 島 孝 夫 議員

１５番 髙 橋 幸 一 議員

欠席議員 なし

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

福 岡 章 企 業 長

須 田 尚 治 局 長

次 長 兼落 合 茂 樹 施設課長

副 参 事 兼石 垣 利 一 配水管理課長

菊 地 栄 一 総務課長

島 村 敏 仁 お客さま課長

豊 島 政 男 配水管理課主幹

参与と して出席した者の職氏名

高 橋 努 越谷市長

会 田 重 雄 松伏町長

書 記

総 務 課真 子 憲 一 郎 庶務係長

総 務 課
後 藤 路 子 庶 務 係

主 査

総 務 課
莇 雄 司 庶 務 係

主 査
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１０時１８分 開 会

◎開会の宣告

〇 おはよう ございます。本日は大変ご苦労さまです。（ 佐々木 浩議長）

ただいまから平成 年 月定例会24 12 を開会いたします。

◎開議の宣告

〇 これより本日の会議を開きます。（ 佐々木 浩議長）

◎諸般の報告

〇 この際、諸般の報告をいたします。（ 佐々木 浩議長）

△業務概況の報告

〇 平成 年24 ４月から平成 年 月24 10 までの業務概況報告を参考までにお手元に配（ 佐々木 浩議長）

付しておきましたから、ご了承願います。

△出納検査の報告

〇 次に、監査委員から出納検査の結果について報告があり ましたので、その写（ 佐々木 浩議長）

しをお手元に配付しておきましたから、ご了承願います。

△会議の説明出席者の報告

〇 次に、説明員の出席通知があり ましたので、 その写しをお手元に配付してお（ 佐々木 浩議長）

きましたから、ご了承願います。

△決算特別委員会答弁要旨一覧表の報告

〇 次に、決算特別委員長から提出された決算特別委員会答弁要旨一覧表をお手（ 佐々木 浩議長）

元に配付しておきましたから、ご了承願います。

△企業長提出議案の報告

〇 次に、企業長から議案の提出があり ましたので、報告いたします。（ 佐々木 浩議長）

総務課庶務係長に朗読させます。

〔 総務課庶務係長朗読〕

〇 朗読いたします。（ 真子憲一郎総務課庶務係長）
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水企総第８０１号

平成 年 月 日24 12 14

越谷 ・ 松伏水道企業団議会

議 長 佐 々 木 浩 様

越谷・ 松伏水道企業団

企業長 福 岡 章

平成 年 月定例会24 12 に付議する議案の送付について

標記について、 12月 日招集21 に係る平成 年 月定例会24 12 に本職から提案する議案と して、別添議

案目録のと おり議案書を送付します。

議 案 目 録

１、証人等の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例制定について

１、埼玉県市町村総合事務組合規約の変更について

１、平成 年度越谷24 ・ 松伏水道企業団水道事業会計補正予算（ 第１号） について

以上でございます。

△特定事件の審査結果報告

、 、〇 次に 去る９月定例会において議会運営委員会に付託した特定事件について（ ）佐々木 浩議長

委員長から審査結果の報告があり ましたので、その写しを報告第１号と してお手元に配付しておき

ましたから、ご了承願います。

以上で諸般の報告を終わり ます。

◎会議録署名議員の指名

〇 次に、会議録署名議員の指名を行います。（ 佐々木 浩議長）

、 、 、 、会議録署名議員には 会議規則第 条81 の規定により 私から８番福田晃議員 ９番橋本哲寿議員

番髙橋昭男議員10 を指名いたします。

◎会期の決定

〇 次に、会期の決定を議題といたします。（ 佐々木 浩議長）

お諮り いたします。今定例会の会期は本日１日間と いたしたいと 思います。これにご異議あり ま

せんか。

〔 異議なし」 と 言う 人あり 〕「
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〇 ご異議なしと認めます。（ 佐々木 浩議長）

したがっ て、会期は本日１日間と決定いたしました。

◎閉会中の継続審査案件の上程及び委員長報告

〇 次に 閉会中の継続審査と なっ ており ました企業長提出第５号議案 平成 年23（ ）佐々木 浩議長 、 「

度越谷・ 松伏水道企業団水道事業会計決算認定について」 を議題と し、決算特別委員長から審査の

経過ないし結果について報告を求めます。

決算特別委員会、伊藤治委員長、登壇して報告願います。

〔 伊藤 治決算特別委員長登壇〕

〇 議長のご指名により まして、 ９月定例会において当委員会に付託さ（ 伊藤 治決算特別委員長）

れました、企業長提出第５号議案「 平成 年度越谷23 ・ 松伏水道企業団水道事業会計決算認定につい

て」 の件につきまして、その審査経過並びに結果をご報告申し上げます。

当委員会は、９月 日28 、企業団小会議室を会場に委員全員が出席し、会議を開きました。直ちに

正・ 副委員長の互選を行い、委員長に私が、副委員長に堀越利雄委員が選任され、第５号議案の審

議を閉会中の継続審査と して、第２日に行う こと と なり ました。

第２日の委員会は、去る10月９日、企業団小会議室を会場に委員全員が出席し、執行部から議案

について詳細なる説明を聴取の後、慎重に審査を行いました。

その主なものを申し上げますが、当委員会において各委員から出された質疑項目及び答弁要旨に

つきましては、議長の許可をいただき、一覧と してお手元に配付させていただきましたので、ご参

照いただければと存じます。

まず、西部配水場の小水力発電設備の効果と今後の展開は、に対し、

小水力発電設備は、西部配水場で使用する電力量の約24％を賄っ ている。 この度、再生可能エネ

ルギーの買取制度がスタートしたこと から、少しでも収益を上げること を目的に、夜間における余

剰電力を電力会社へ売却するため、現在調整を行っ ていると ころである、 と のこと であり ました。

次に、夏季の電力使用制限による使用水量減少の具体的な影響は、に対し、

平成 年度23 は普通給水収益、使用水量と も平成 年度22 と 比較して減少している。 この減少の主な

要因は、節水意識の高まり や節水型機器の普及と性能向上に加え、東日本大震災に係る放射性物質

検出事故や計画停電の影響であると考えている、 と のこと であり ました。

、 、 、 、次に 収益を確保するための費用削減と して 今後の経営の合理化や経費の縮減方策は に対し

お客様に安全で安心な水を安定的に供給するためには、施設の整備などに一定の費用を要するこ

と はやむを得ないものと考えている。将来的な県水単価の引き上げが見込まれる中で、一層の経費

節減に努めながら業務に当たっ ていきたい、 と のこと であり ました。

次に、防災訓練への参加状況は、に対し、
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防災訓練では、応急給水訓練の実施や耐震型緊急用貯水槽の仕組みや使用方法について周知を図

ると と もに、災害時における水の確保の必要性などの啓発を行っ ている。平成 年度23 は、 11訓練に

延べ56名が参加している、 と のこと であり ました。

次に、放射性物質の影響による乳児への対応と して、ペッ トボトル水備蓄の取り組み状況は、に

対し、

当初は、放射性物質が乳児の摂取制限値を超えた場合に、緊急対応と して越松深水を活用するこ

と も想定したが、埼玉県からペッ トボトル水が無償提供されたこと もあり 、独自に購入した市販ペ

ッ トボトル水を加えて備蓄を図っ たと ころである、 と のこと であり ました。

次に、広告掲載料の内訳と広告募集の取り組み状況は、に対し、

平成 年度23 は、水道だより への掲載が10社で14万 円2, 860 、 ホームページのバナー広告が３社で

４万 円7, 620 の合計 万 円19 480 の収入実績であり 、水道だより と ホームページの中で募集案内を行っ

ていると ころである、 と のこと であり ました。

次に、 コンピュータウイルス対策の状況は、に対し、

平成 年度22 に越谷市と庁内Ｌ ＡＮを統合し、情報セキュ リ ティ ーの向上を図っ たが、平成 年度23

にはソフトを最新版にすること により 、更なる向上を図っ た。 また、水道料金業務等に係るシステ

ムは、専用端末と専用回線による高度なセキュ リ ティ ー対策を講じて万全な体制を整えている、 と

のこと であり ました。

以上で質疑を終結し、続いて討論に入り ましたが、討論の発言はなく 、採決の結果、企業長提出

第５号議案については全員一致をもっ て原案のと おり認定可決と決しました。

以上で報告を終わり ます。

〇 第５号議案「 平成 年度越谷23 ・ 松伏水道企業団水道事業会計決算認定につい（ 佐々木 浩議長）

て」 の委員長報告に対する質疑に入り ます。

質疑はあり ませんか。

〔 なし」 と言う 人あり 〕「

〇 質疑はなしと認め、以上で質疑を終結いたします。（ 佐々木 浩議長）

◎休憩の宣告

〇 この際、暫時休憩いたします。（ 佐々木 浩議長）

１０時２７分 休 憩

１０時２７分 再 開

◎開議の宣告

〇 休憩前に引き続き会議を開きます。（ 佐々木 浩議長）
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続いて、討論に入り ます。

討論の発言はあり ませんか。

〔 なし」 と言う 人あり 〕「

〇 討論の発言はあり ませんので、討論を終結いたします。（ 佐々木 浩議長）

続いて、採決に入り ます。

本件は原案のと おり決すること に賛成の議員の挙手を求めます。

〔 挙手全員〕

〇 挙手は全員であり ます。（ 佐々木 浩議長）

したがっ て、第５号議案は原案のと おり認定されました。

◎企業長提出議案の一括上程及び提案理由の説明

〇 次に、企業長提出第６号議案ないし第８号議案の３件を一括して議題と いた（ 佐々木 浩議長）

します。

企業長から提案理由の説明を求めます。

福岡章企業長、登壇して説明願います。

〔 福岡 章企業長登壇〕

〇 おはよう ございます。本日、 12月定例会をご招集申し上げましたと ころ、議（ 福岡 章企業長）

員の皆様方にはご健勝のう ちにご出席を賜り厚く 御礼申し上げます。

本定例会には 「 証人等の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例制定について」 を初め、、

３件の議案をご提案申し上げており ますが、十分にご審議の上、ご決定賜り ますよう お願い申し上

げます。

それでは、各議案につきましてご説明させていただきます。

まず、第６号議案について、本議案は、地方自治法の一部改正に伴い、所要の改正を行う 必要が

あるため、提案するものでございます。

改正の内容でございますが、地方自治法の一部改正により 、議会の会議において、重要な議案、

請願等について公聴会を開き、真に利害関係を有する者または学識経験を有する者の意見を聞く こ

と ができること と されたこと 、及び当該地方公共団体の事務に関する調査または審査のため必要が

、 、 、あると認めると きは 参考人の出頭を求め その意見を聞く こと ができること と されたこと に伴い

公聴会に参加した者及び参考人と して出頭した者に対して実費弁償を支給すること と するほか、所

要の条文整備を行う ものでございます。

次に、地方自治法において、委員会の規定を統合し、公聴会の開催及び参考人の出頭の規定につ

いて、議会の会議に関する規定を準用すること になるため、条例中における同法の引用条文を整備

するものでございます。
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なお、本条例は、公聴会に参加した者及び参考人と して出頭した者に対する実費弁償の支給に係

る規定等は公布の日から、委員会の規定の統合による引用条文の整備に係る規定は規則で定める日

から、それぞれ施行してまいり ます。

次に、第７号議案について、本議案は、埼玉県市町村総合事務組合規約を変更すること について

協議したいので、地方自治法第 条290 の規定により 、提案するものでございます。

内容でございますが、白岡町の市制施行及び蓮田市白岡町衛生組合の名称変更に伴い、組合規約

の変更を行う こと について協議するものでございます。

なお 本規約は 埼玉県知事の許可のあっ た日から施行し 変更後の規約の規定は 平成 年 月24 10、 、 、 、

１日から適用してまいり ます。

次に、第８号議案についてご説明申し上げます。

今回の補正予算の骨子でございますが、長引く 景気低迷による一般家庭及び事業所における水需

要の減少と相まっ て、本年５月に発生いたしました利根川水系ホルムアルデヒド水質汚染事故や、

夏季の節電対策、高温少雨を原因と する異常渇水による取水制限の実施。それに伴う 節水のお願い

をするなど例年にも増して水需要に大きく 影響し、配水量が減少したこと から、業務の予定量を見

直し、収益的収入の水道料金を減額いたします。

また、今年度から３カ年の継続事業と して実施しており ます築比地浄水場耐震補強関連事業の契

約額が、一般競争入札により確定したこと から、事業費及びその財源の整理をいたします。

さらに、越谷市及び独立行政法人都市再生機構が施行する土地区画整理事業や下水道工事におい

て、当初予定しており ました事業に変更やおく れが生じたこと に伴い、配水管布設工事について、

一部、本年度中の施工が困難と なり ましたこと から、配水施設改良費の工事請負費を減額すると と

もに、関連して工事負担金等の収入について減額いたします。 そのほか、人事異動等に伴う 人件費

の整理をするものでございます。

それでは、お手元の補正予算書及び補正予算説明書に基づきご説明をさせていただきます。

恐れ入り ますが、１ページをごらんいただきたいと存じます。

第１条は、総則でございます。

次に、第２条は 「 業務の予定量」 について、先ほど申し上げました理由から配水量を改めるも、

のでございます 年間配水量につきましては 3, 950万立方メートルを50万立方メートル減の3, 900万。 、

立方メートルに改め、あわせて１日平均配水量について、 10万 立方8, 219 メートルを10万 立方6, 849

メートルに改めさせていただきます。

次に、第３条は 「 収益的収入及び支出」 の予定額を補正するものでございます。収入につきま、

、 、 。 、しては 7, 000万円を減額し 予定額を72億 万円3, 500 と させていただきます 支出につきましても

万円7, 000 を減額し、予定額を67億 万円9, 500 と させていただきます。したがいまして、補正後の収

支は、税込みで４億 万円4, 000 であり 、当初と変わらない利益見込みとなり ます。
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ページ13 以降をご参照いただきたいと存じます。

収入につきましては、第１項「 営業収益」 の第１目「 給水収益」 で、水道料金を6, 000万円減額

し 第２目 その他営業収益 で 土地区画整理事業地内の受託工事等に係る維持管理収益を700万、 「 」 、

円、公共下水道使用料徴収事務費負担金を1, 060万円それぞれ減額し、 また第２項「 営業外収益」

の第３目「 雑収益」 で、旧大袋浄水場に係る西大袋土地区画整理事業からの撤去補償金 万円560 を

増額いたします。 さらに、第３項「 特別利益」 の第２目「 固定資産売却益」 に旧北部浄水場第４水

源跡地の売却に係る売却益 万円200 を計上いたします。

次に、支出につきまして、第１項「 営業費用」 において、人件費の整理と して、第１目「 原水及

び浄水費」 で880万円、第２目「 配水及び給水費」 で760万円、第３目「 業務費」 で2, 740万円、第

４目「 総係費」 で1, 640万円をそれぞれ減額いたします。また、第５目「 減価償却費」 で配水管等

の構築物減価償却費を1, 100万円減額いたします。

第２項「 営業外費用」 の第２目「 雑支出」 で、災害用備蓄材料費を120万円増額し、備蓄用ペッ

トボトル水を購入してまいり ます。

恐れ入り ますが、１ページにお戻り願います。

第４条は 「 資本的収入及び支出」 の予定額を補正するものでございます。、

２ページと なり ますが、収入につきましては、 １億 万円1, 200 を減額し、予定額を8億 万円1, 000

と させていただきます また 支出につきましては ２億 万円9, 400 を減額し 予定額を34億 万1, 800。 、 、 、

円と させていただきます。

ページ17 以降をご参照いただきたいと存じます。

資本的収支の収入につきましては、築比地浄水場耐震補強及び設備整備事業における事業費を減

額すること に伴い、第１項の第１目「 企業債」 で3, 000万円を減額し、第３項の第１目「 補助金」

で82万円を減額いたします。

また、第４項の第１目「 工事負担金」 で、 さきに申し上げました土地区画整理事業や越谷市の下

水道工事等に係る受託工事分と して8, 140万円を減額いたします。

さらに、第５項の第１目「 固定資産売却代金」 で、旧北部浄水場第４水源跡地の売却に伴い、土

地の簿価相当分 万円22 を計上いたします。

、 、 「 」 「 」 、次に 支出でございますが 第１項 建設改良費 の第１目 配水施設拡張費 につきましては

人件費の整理及び西大袋土地区画整理事業に係る工事請負費を合わせて8, 520万円減額し、第２目

「 配水施設改良費」 につきましては、人件費の整理及び築比地浄水場耐震補強関連の工事請負費な

どを合わせて２億 万円880 を減額いたします。

その結果、１ページの下段にあり ますと おり 、資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、当

初予算に比べ１億 万円減少8, 200 し、 26億 万円800 と なり ます。不足額は 「 当年度消費税及び地方、

消費税資本的収支調整額」 5, 759万 円8, 000 「 減債積立金」 ５億 万 円8, 865 6, 000 「 過年度損益勘定、 、
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留保資金」 19億 万 円6, 174 6, 000 で補填する予定でございます。

恐れ入り ますが、２ページをごらんいただきたいと存じます。

第５条は継続費を補正するもので、 ３つの事業について入札により 契約額が確定したこと から、

その総額及び年割額を減額いたします 築比地浄水場耐震補強事業等監理業務委託 では総額 万300。「 」

円 「 築比地浄水場耐震補強及び設備整備事業」 では総額９億 万円1, 000 「 中央管理室監視制御設、 、

備整備事業」 では総額２億 万円1, 000 をそれぞれ減額いたします。

第６条は企業債を補正するもので 「 築比地浄水場耐震補強及び設備整備事業」 の事業費減額に、

伴い限度額を3, 000万円減額し、 7, 000万円といたします。

第７条は「 議会の議決を経なければ流用すること のできない経費」 を補正するもので、職員給与

費が減額になること から、 6, 280万円を減額し、予定額を９億 万円5, 820 と させていただきます。

以上、今回ご提案申し上げました議案につきましてご説明申し上げましたが、十分ご審議をいた

だき、 ご決定を賜り ますよう お願い申し上げまして、提案説明を終わらせていただきます。あり が

と う ございました。

◎休憩の宣告

〇 この際、暫時休憩いたします。（ 佐々木 浩議長）

１０時４１分 休 憩

１０時５４分 再 開

◎開議の宣告

〇 休憩前に引き続き会議を開きます。（ 佐々木 浩議長）

◎企業団行政に対する一般質問

〇 次に、企業団行政に対する一般質問であり ますが、発言の通告があり ません（ 佐々木 浩議長）

ので、終結いたします。

◎企業長提出第６号議案の質疑、討論、採決

〇 次に、企業長提出第６号議案の質疑、討論、採決を行います。（ 佐々木 浩議長）

第６号議案「 証人等の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例制定について」 の件に関し、

質疑に入り ます。

質疑はあり ませんか。

〔 なし」 と言う 人あり 〕「

〇 質疑はなしと認め、以上で質疑を終結いたします。（ 佐々木 浩議長）
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◎休憩の宣告

〇 この際、暫時休憩いたします。（ 佐々木 浩議長）

１０時５５分 休 憩

１０時５５分 再 開

◎開議の宣告

〇 休憩前に引き続き会議を開きます。（ 佐々木 浩議長）

続いて、討論に入り ます。

討論の発言はあり ませんか。

〔 なし」 と言う 人あり 〕「

〇 討論の発言はあり ませんので、討論を終結いたします。（ 佐々木 浩議長）

続いて、採決に入り ます。

本件は原案のと おり決すること に賛成の議員の挙手を求めます。

〔 挙手全員〕

〇 挙手は全員であり ます。（ 佐々木 浩議長）

したがっ て、第６号議案は原案のと おり可決されました。

◎企業長提出第７号議案の質疑、討論、採決

〇 次に、企業長提出第７号議案の質疑、討論、採決を行います。（ 佐々木 浩議長）

第７号議案「 埼玉県市町村総合事務組合規約の変更について」 の件に関し、質疑に入り ます。

質疑はあり ませんか。

〔 なし」 と言う 人あり 〕「

〇 質疑はなしと認め、以上で質疑を終結いたします。（ 佐々木 浩議長）

◎休憩の宣告

〇 この際、暫時休憩いたします。（ 佐々木 浩議長）

１０時５６分 休 憩

１０時５６分 再 開

◎開議の宣告

〇 休憩前に引き続き会議を開きます。（ 佐々木 浩議長）

続いて、討論に入り ます。
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討論の発言はあり ませんか。

〔 なし」 と言う 人あり 〕「

〇 討論の発言はあり ませんので、討論を終結いたします。（ 佐々木 浩議長）

続いて、採決に入り ます。

本件は原案のと おり決すること に賛成の議員の挙手を求めます。

〔 挙手全員〕

〇 挙手は全員であり ます。（ 佐々木 浩議長）

したがっ て、第７号議案は原案のと おり可決されました。

◎企業長提出第８号議案の質疑、討論、採決

〇 次に、企業長提出第８号議案の質疑、討論、採決を行います。（ 佐々木 浩議長）

第８号議案「 平成 年度越谷24 ・ 松伏水道企業団水道事業会計補正予算（ 第１号） について」 の件

に関し、質疑に入り ます。

質疑はあり ませんか。

〔 なし」 と言う 人あり 〕「

〇 質疑はなしと認め、以上で質疑を終結いたします。（ 佐々木 浩議長）

◎休憩の宣告

〇 この際、暫時休憩いたします。（ 佐々木 浩議長）

１０時５７分 休 憩

１０時５７分 再 開

◎開議の宣告

〇 休憩前に引き続き会議を開きます。（ 佐々木 浩議長）

続いて、討論に入り ます。

討論の発言はあり ませんか。

〔 なし」 と言う 人あり 〕「

〇 討論の発言はあり ませんので、討論を終結いたします。（ 佐々木 浩議長）

続いて、採決に入り ます。

本件は原案のと おり決すること に賛成の議員の挙手を求めます。

〔 挙手全員〕

〇 挙手は全員であり ます。（ 佐々木 浩議長）

したがっ て、第８号議案は原案のと おり可決されました。
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◎諸般の報告

〇 この際、諸般の報告をいたします。（ 佐々木 浩議長）

△委員会提出議案の報告

〇 委員会提出議案が２件提出されましたので、お手元に配付しておきましたか（ 佐々木 浩議長）

ら、ご了承願います。

以上で諸般の報告を終わり ます。

◎議事日程の追加

〇 お諮り いたします。（ 佐々木 浩議長）

武藤智議会運営委員長から委員会提出第１号議案及び第２号議案が提出されました。 この際、こ

れを日程に追加し、議題と いたしたいと思います。 これにご異議あり ませんか。

〔 異議なし」 と 言う 人あり 〕「

〇 ご異議なしと認めます。（ 佐々木 浩議長）

したがっ て、 この際、委員会提出第１号議案及び第２号議案を日程に追加し、議題と すること に

決しました。

◎委員会提出議案の上程及び提案理由の説明

〇 これより 委員会提出第１号議案及び第２号議案の２件を一括して議題と いた（ 佐々木 浩議長）

します。

提出者、武藤智議会運営委員長から提案理由の説明を求めます。

武藤智議会運営委員長、登壇して説明願います。

〔 武藤 智議会運営委員長登壇〕

〇 議長の許可をいただきましたので、委員会提出第１号議案及び第２（ 武藤 智議会運営委員長）

号議案について、提案理由の説明をさせていただきます。

、 。 、 、まず 委第１号議案について説明させていただきます 本議案は 地方自治法の一部改正に伴い

所要の改正を行う 必要があるため、提案するものでございます。

改正の内容でございますが、委員会における委員の選任方法、在任期間等について法で定められ

ていた事項が条例に委任されたこと に伴い、関係条文を追加するほか、引用条文の整備等、所要の

改正を行う ものでございます。

なお、本条例は、地方自治法の一部を改正する法律附則第１条ただし書きの政令で定める日から

施行してまいり ます。
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、 。 、 、次に 委第２号議案について説明させていただきます 本議案は 地方自治法の一部改正に伴い

所要の改正を行う 必要があるため、提案するものでございます。

改正の内容でございますが、 これまで委員会においてのみ公聴会の開催、参考人の招致をするこ

と ができましたが、本会議においても公聴会の開催、参考人の招致をすること ができること と なり

ましたこと から、関係条文を追加するほか、引用条文の整備等、所要の改正を行う ものでございま

す。

次に、地方自治法において、委員会の規定が統合されること に伴い、同法の引用条文を整備する

ものでございます。

なお、本規則は、公聴会の開催等の関係条文の追加に係る規定等は公布の日から、委員会の規定

の統合による引用条文の整備に係る規定は地方自治法の一部を改正する法律附則第１条ただし書き

の政令で定める日から施行してまいり ます。

以上、提案理由の説明を申し上げましたが、何と ぞ議員皆様方のご賛同を賜り ますよう お願い申

し上げまして、説明を終わらせていただきます。

◎休憩の宣告

〇 この際、暫時休憩いたします。（ 佐々木 浩議長）

１１時０１分 休 憩

１１時０１分 再 開

◎開議の宣告

〇 休憩前に引き続き会議を開きます。（ 佐々木 浩議長）

◎委員会提出第１号議案の質疑、討論、採決

〇 委員会提出第１号議案の質疑、討論、採決を行います。（ 佐々木 浩議長）

委員会提出第１号議案「 越谷・ 松伏水道企業団議会委員会条例の一部を改正する条例制定につい

て」 の件に関し、質疑に入り ます。

質疑はあり ませんか。

〔 なし」 と言う 人あり 〕「

〇 質疑はなしと認め、以上で質疑を終結いたします。（ 佐々木 浩議長）

◎休憩の宣告

〇 この際、暫時休憩いたします。（ 佐々木 浩議長）

１１時０２分 休 憩
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１１時０２分 再 開

◎開議の宣告

〇 休憩前に引き続き会議を開きます。（ 佐々木 浩議長）

続いて、討論に入り ます。

討論の発言はあり ませんか。

〔 なし」 と言う 人あり 〕「

〇 討論の発言はあり ませんので、討論を終結いたします。（ 佐々木 浩議長）

続いて、採決に入り ます。

本件は原案のと おり決すること に賛成の議員の挙手を求めます。

〔 挙手全員〕

〇 挙手は全員であり ます。（ 佐々木 浩議長）

したがっ て、委員会提出第１号議案は原案のとおり可決されました。

◎委員会提出第２号議案の質疑、討論、採決

〇 次に、委員会提出第２号議案の質疑、討論、採決を行います。（ 佐々木 浩議長）

「 」委員会提出第２号議案 越谷・ 松伏水道企業団議会会議規則の一部を改正する規則制定について

の件に関し、質疑に入り ます。

質疑はあり ませんか。

〔 なし」 と言う 人あり 〕「

〇 質疑はなしと認め、以上で質疑を終結いたします。（ 佐々木 浩議長）

◎休憩の宣告

〇 この際、暫時休憩いたします。（ 佐々木 浩議長）

１１時０３分 休 憩

１１時０３分 再 開

◎開議の宣告

〇 休憩前に引き続き会議を開きます。（ 佐々木 浩議長）

続いて、討論に入り ます。

討論の発言はあり ませんか。

〔 なし」 と言う 人あり 〕「

〇 討論の発言はあり ませんので、討論を終結いたします。（ 佐々木 浩議長）
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続いて、採決に入り ます。

本件は原案のと おり決すること に賛成の議員の挙手を求めます。

〔 挙手全員〕

〇 挙手は全員であり ます。（ 佐々木 浩議長）

したがっ て、委員会提出第２号議案は原案のと おり可決されました。

◎水道事業調査研究特別委員会の設置及び付託

、 。〇 次に 水道事業調査研究特別委員会の設置及び付託の件を議題と いたします（ ）佐々木 浩議長

市・ 町民の生活に身近で重要な水道について、より 一層安全で良質な水の安定供給を図るため、

水道事業全般について調査研究をする必要があり ます。

お諮り いたします。水道事業の調査研究については、 14人の委員をもっ て構成する水道事業調査

研究特別委員会を設置し、これに付託したいと思います。これにご異議あり ませんか。

〔 異議なし」 と 言う 人あり 〕「

〇 ご異議なしと認めます。（ 佐々木 浩議長）

したがっ て、水道事業全般の調査研究をするために、 14人の委員をもっ て構成する水道事業調査

研究特別委員会を設置し、これに付託すること に決しました。

◎水道事業調査研究特別委員の選任

〇 お諮り いたします。（ 佐々木 浩議長）

ただいま設置いたしました水道事業調査研究特別委員会の委員の選任については、委員会条例第

６条の規定により 、

２番 畑 谷 茂 議員 ３番 堀 越 利 雄 議員

４番 渡 辺 忠 夫 議員 ５番 島 田 玲 子 議員

６番 橋 詰 昌 児 議員 ７番 江 原 千恵子 議員

８番 福 田 晃 議員 ９番 橋 本 哲 寿 議員

１０番 髙 橋 昭 男 議員 １１番 伊 藤 治 議員

１２番 菊 地 貴 光 議員 １３番 武 藤 智 議員

１４番 松 島 孝 夫 議員 １５番 髙 橋 幸 一 議員

以上、 14人を選任いたしたいと思います。 これにご異議あり ませんか。

〔 異議なし」 と 言う 人あり 〕「

〇 ご異議なしと認めます。（ 佐々木 浩議長）

したがっ て、ただいま指名いたしました議員を水道事業調査研究特別委員に選任すること に決し

ました。
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◎休憩の宣告

〇 この際、暫時休憩いたします。（ 佐々木 浩議長）

１１時０５分 休 憩

１１時２５分 再 開

◎開議の宣告

〇 休憩前に引き続き会議を開きます。（ 佐々木 浩議長）

◎諸般の報告

〇 この際、諸般の報告をいたします。（ 佐々木 浩議長）

△水道事業調査研究特別委員会における正副委員長の互選結果報告

〇 休憩中に開催されました水道事業調査研究特別委員会における正副委員長の（ 佐々木 浩議長）

互選結果を報告いたします。

委員長に渡辺忠夫委員、副委員長に武藤智委員が互選されました。

△特定事件の付託申し出の報告

〇 次に、議会運営委員長から特定事件について閉会中の継続審査と して付託の（ 佐々木 浩議長）

申し出があり ましたので、特定事件一覧表をお手元に配付しておきましたから、 ご了承願います。

次に、水道事業調査研究特別委員長から特定事件について閉会中の継続審査と して付託の申し出

があり ましたので、特定事件一覧表をお手元に配付しておきましたから、ご了承願います。

以上で諸般の報告を終わり ます。

◎議事日程の追加

〇 お諮り いたします。（ 佐々木 浩議長）

この際、水道事業調査研究特別委員会における特定事件の閉会中における継続審査の件を日程に

追加し、議題と いたしたいと思います。これにご異議あり ませんか。

〔 異議なし」 と 言う 人あり 〕「

〇 ご異議なしと認めます。（ 佐々木 浩議長）

したがっ て、 この際、水道事業調査研究特別委員会における特定事件の閉会中における継続審査

の件を日程に追加し、議題と すること に決しました。
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◎特定事件の水道事業調査研究特別委員会付託

〇 これより 水道事業調査研究特別委員会における特定事件の閉会中における継（ 佐々木 浩議長）

続審査の件を議題と いたします。

特定事件については、水道事業調査研究特別委員長の申し出のと おり 、閉会中の継続審査事項と

して水道事業調査研究特別委員会に付託したいと思います。これにご異議あり ませんか。

〔 異議なし」 と 言う 人あり 〕「

〇 ご異議なしと認めます。（ 佐々木 浩議長）

したがっ て、特定事件については、水道事業調査研究特別委員長の申し出のと おり 、閉会中の継

続審査事項と して水道事業調査研究特別委員会に付託すること に決しました。

◎特定事件の議会運営委員会付託

〇 次に、特定事件の閉会中における継続審査の件を議題と いたします。（ 佐々木 浩議長）

特定事件については、議会運営委員長の申し出のと おり 、閉会中の継続審査事項と して議会運営

委員会に付託したいと思います。 これにご異議あり ませんか。

〔 異議なし」 と 言う 人あり 〕「

〇 ご異議なしと認めます。（ 佐々木 浩議長）

したがっ て、特定事件については、議会運営委員長の申し出のと おり 、閉会中の継続審査事項と

して議会運営委員会に付託すること に決しました。

◎閉議の宣告

〇 以上で本定例会の議事は全て終了いたしました。（ 佐々木 浩議長）

◎企業長の挨拶

〇 この際、企業長から挨拶のため発言を求められており ますので、許可いたし（ 佐々木 浩議長）

ます。

〔 福岡 章企業長登壇〕

〇 議長のお許しをいただきましたので、 12月定例会が閉会されるに当たり 、御（ 福岡 章企業長）

礼のご挨拶を申し上げます。

今定例会にご提案させていただきました第６号議案ないし第８号議案並びに去る９月定例会にお

いて閉会中の継続審査と して決算特別委員会に付託されており ました第５号議案につきまして、慎

重にご審議を賜り 、いずれも原案のと おり ご決定並びにご認定を賜り 、 まこと にあり がと う ござい

ました。

決算特別委員会を初め、今議会において賜り ました貴重なご意見、ご指導を十分にいかし、お客
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様に安全で良質な水を安定的に供給できるよう 、私を初め職員が一丸と なり 、水道事業の運営に取

り組んでまいり ますので、なお一層のご支援と ご指導を賜り ますよう お願い申し上げます。

結びに、年の瀬を迎えまして、議員の皆様には公私と もにお忙しいこと と 存じますが、健康に十

分ご留意いただき、 よいお年を迎えられますと と もに、一層のご活躍を心からお祈り申し上げ、御

礼のご挨拶と させていただきます。あり がと う ございました。

◎閉会の宣告

〇 これをもちまして、平成 年 月越谷24 12 ・ 松伏水道企業団議会定例会を閉会い（ 佐々木 浩議長）

たします。

大変ご苦労さまでした。

１１時３０分 閉 会
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地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。

議 長 佐 々 木 浩

議 員 福 田 晃

議 員 橋 本 哲 寿

議 員 髙 橋 昭 男
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１ 企業長提出議案の処理結果
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１ 委員会提出議案の処理結果
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◎企業長提出議案の処理結果

第 ５ 号議案 平成２３年度越谷・ 松伏水道企業団水道事業会計決算認定について

（ 認定可決）

第 ６ 号議案 証人等の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例制定について

（ 原案可決）

第 ７ 号議案 埼玉県市町村総合事務組合規約の変更について

（ 原案可決）

第 ８ 号議案 平成２４年度越谷・ 松伏水道企業団水道事業会計補正予算（ 第１号） について

（ 原案可決）

◎委員会提出議案の処理結果

委第 号議案 越谷1 ・ 松伏水道企業団議会委員会条例の一部を改正する条例制定について

（ 原案可決）

委第 ２ 号議案 越谷・ 松伏水道企業団議会会議規則の一部を改正する規則制定について

（ 原案可決）


